
1　ヴィーナス　豊饒なる愛と美の女神（9月28日）
2　肖像画　姿とこころ（9月28日）
3　風景画　自然との対話と共感（11月15日）
4　宗教画　聖なるものへの祈り（12月15日）
5　ヌード　かぐわしき夢（2018年1月15日）
6　静物画　静かな物への愛着（2018年2月15日）
7　風俗画　日常へのまなざし（2018年3月15日）
8　歴史画　人間のものがたり（2018年4月13日）
9　神話と物語　創造の玉手箱（2018年5月15日）
10 象徴と寓意　見えないもののメッセージ（2018年6月15日）

●ご希望の巻の冊数と住所・氏名・電話番号を記入のうえ、お近くの書店店頭へお申し込みください。

第1回配本『ヴィーナス』または
『肖像画』をご購入された方には、
お買い求めの書店店頭にて、立
体で名画を楽しめる“３Ｄクリア
ファイル”を差し上げます。
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　本美術全集の最大の特徴は、各巻が「テーマ別」に編
集されているというところにある。「テーマ別」という意
味は「ジャンル別」ともとれるし、「種類別」とも捉える
ことができる。20世紀の後半には、多くの「全集」が編纂
され出版されたが、「美術全集」も例外ではなく、数多く
の刊行がなされ、その内容には三様の傾向があった。基
本となっているのはもちろん芸術家個人別の巻立てであり、
これに加えて、国別（地域別）や時代別の巻立てがなされた。
しかしながら文化を広い視野において捉えようとするとき、
芸術家個人の業績とは別の「芸術的主題」、「美術的主題」
の展開ということも、重要な意味を担ってきている。例えば、
人間の「肖像画」という主題は、歴史の古くからあったと
して、「風景画」とか「静物画」とかの主題は、いつ頃から意
識され始め、独立した「ジャンル」を形成することになっ
たのであろうか。
　時代が近代となって、多くの情報がもたらされることと
なると、私たちのおそらく本性によって、これらを分析し、
説明し、分類して体系化しようとする動向が生じた。美術
の分野においても同様の現象が起った。重要なことは、知
性的な充実と感性的な充実とが常に一体となっているとい
うことであった。ある主題に焦点を当てた作品が生み出さ
れると、同類の作品が多く生み出されることとなり「ジャ
ンル」が形成される。その共通の「主題」を介して、歴史
軸とともに同時代軸、つまり、文化の時間軸と文化の空間
軸が同時に提示されることとなるのである。この両者の展
開においては、個々のジャンルを超えて他のジャンルと照
応を重ねる部分も出てくるであろう。例えば「静物画」の
ような極めて限定的と思われる「主題」も、「宗教画」や「風
俗画」、「風景画」のジャンルとも重なり合い、照応しあっ
て文化の歴史を創り出すとともに、文化の幅を広め合うこ
ととなるのである。そこに、この「テーマ別」の全集が、
「全集」として揃えおかれねばならない重要な意味がある。
これら全10巻のなかにおいて人間の創造力の個性と普遍
とが同時に示されることとなる。
　美しいカラー図版は私たちの感性を充足させてくれるし、
専門家による適宜な解説は知的な刺激に満ちている。加え
て、美術愛好家である作家や漫画家のエッセイが豊穣な薫
香によって全集の文化的ニュアンスを大きく開いてくれる。

　誰もが知る名作・傑作は言うに及ばず、テー

マ別画集だからこそ見るべき魅力的な作品も

多数プラス。「こんな絵もあったのか」と驚

いていただけるはずです。また執筆陣には美

術史関係ばかりでなく、文学者やクリエーター

なども加わり、多様な視線と自由な心で絵を

愉しんでいただけると思います。
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❶古代ローマから2006年
までの世界の名画を、
テーマごとに全10巻で構成

❸専門家による充実した
図版解説と、各テーマの
時代背景を詳しく解説

❹作家、漫画家、評論家、
研究者による読み応えのある
エッセイを各巻に収録

❺収録絵画の魅力が
存分に伝わる
大判美麗本仕様

❷約300人の作家の作品、
合計650点以上に及ぶ
図版をすべてカラーで収録

　「ヴィーナス」「肖像画」「風景画」「宗
教画」などのテーマごとに作品を見る
ことによって、時代や画家の枠を超え
た新たな発見と感動が生まれます。
※第６巻は日本初の本格的静物画集。

　各作品には、その作品の理解が深ま
る丁寧な解説を加えました。さらに、
モノクロページでは、各テーマがどの
ように描かれてきたかを歴史の流れの
中でとらえます。
※各巻末には詳しい年表も収録。

　作家、漫画家、評論家、研究者の方々
に、各巻のテーマに関連したエッセイ
を書き下ろしていただきました。さま
ざまなジャンルの方々が、独自の視点
で絵画を語ります。

　作品の美しさを細部のタッチまでたっ
ぷりと味わえるよう30×30センチの
大判サイズを採用。最新の印刷技術で
作品の息吹を感じられる、高いクオリ
ティでの仕上がりを実現しました。

　テーマにそって、各責任編集者が厳
選した名画が並びます。親しみのある
名画はもちろん、まだ、知られていな
い名画も収録しています。
※中学校・高校の教科書に掲載されている作品も多
数収録。

★
各
巻
３
〜
４
作
品
の
細
部
を
解
説
！

名画を「テーマ別」に、見て、読む、 まったく新しい美術全集誕生！

※内容は変更になることがあります。

作品掲載ページは仮見本です。
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左《若き女性の肖像》ペトルス・クリストゥス／右《モナ・リザ（ラ・ジョコンダ）》レオナルド・ダ・ヴィンチ

《モナ・リザ（ラ・ジョコンダ）》
レオナルド・ダ・ヴィンチ
《ウェルトゥムヌスとしてのルドルフ２世》
ジュゼッペ・アルチンボルド
《真珠の耳飾りの少女》ヨハネス・フェルメール
《アデーレ・ブロッホ =バウアーの肖像Ⅰ》
グスタフ・クリムト
《散歩、日傘をさす女》クロード・モネ
《ジュリー・マネ（猫を抱く子ども）》
ピエール・オーギュスト・ルノワール
《少女の肖像》アメデオ・モディリアーニ
《１６のジャッキーの肖像》アンディ・ウォーホル
《誕生日》マルク・シャガール
全65点

肖像画の系譜／大髙保二郎（早稲田大学名誉教授）
★エッセイ＝肖像画の旅／伊集院静（作家）
★ある視点＝荒木流！絵画鑑賞術
　　　　　／荒木飛呂彦（漫画家）
★ギャラリー･トーク＝マスメディアとしての肖像
　　　　　／渡辺晋輔（国立西洋美術館）

誰もが一度は目にしたことがある英雄の顔、
王侯貴族の顔、美女の顔……。人物の内面に
まで深く入り込む、肖像画の本質に迫る。

ボッティチェリからルノワールに至るまで、
連綿と描かれ続けてきた愛と美の女神ヴィー
ナスの系譜を新たなる視点で見る。

《ヴィーナスの誕生》サンドロ・ボッティチェリ
《ヴィーナスの誕生》ウィリアム・ブグロー
《パリスの審判》ピエール・オーギュスト・ルノワール
《ヴィーナスの身支度》フランソワ・ブーシェ
《ヴィーナスと蜂蜜泥棒のキューピッド》
ルカス・クラーナハ（父）
《愛の寓意》ブロンズィーノ
《プリマヴェーラ》サンドロ・ボッティチェリ
《ウルビーノのヴィーナス》
ティツィアーノ・ヴェチェッリオ
全65点

《ヴィーナスの誕生》サンドロ・ボッティチェリ

作品掲載ページは仮見本です。作品掲載ページは仮見本です。
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作品掲載ページは仮見本です。作品掲載ページは仮見本です。

《受胎告知の祭壇画（メローデ祭壇画）》ロベール・カンパン（部分）

《マントの橋》カミーユ・コロー　
《サント・ヴィクトワール山とシャトー・ノワール》
ポール・セザンヌ
《曇り日のグランド・ジャット島》ジョルジュ・スーラ
《罌粟の野》グスタフ・クリムト
《フィレモンとバウキスのいる風景》
ペーテル・パウル・ルーベンス
《雨、蒸気、スピード：グレート・ウェスタン鉄道》
ジョーゼフ・マラード・ウィリアム・ターナー　
全68点

《バベルの塔》ピーテル・ブリューゲル（父）
《岩窟の聖母》レオナルド・ダ・ヴィンチ
《出現》ギュスターヴ・モロー
《聖霊降臨》エル・グレコ
《最後の審判》レオナルド・ダ・ヴィンチ
《柘榴の聖母》サンドロ・ボッティチェリ
《聖アントニウスの誘惑》ヒエロニムス・ボス
《聖女エリザベト》フランシスコ・デ・スルバラン
《乙女を庇護する聖女ウルスラ》ハンス・メムリンク
全68点
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作品掲載ページは仮見本です。作品掲載ページは仮見本です。

《テーブル上に配されたチーズと果実》フローリス・ファン・デイク（部分）

《グランド・オダリスク》ジャン = オーギュスト=ドミニク・アングル
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作品掲載ページは仮見本です。作品掲載ページは仮見本です。 左《ブルトゥスの息子たちの遺骸の帰還》ジャック=ルイ・ダヴィッド／右《メデューズ号の筏》テオドール・ジェリコー

《蚤をとる少年》バルトロメ・エステバン・ムリーリョ
《草上の昼食》エドゥアール・マネ
《バレエの授業》エドガー・ドガ
《青い服の婦人》カミーユ・コロー
《ナイトホークス》エドワード・ホッパー
《生のダンス》エドワルド・ムンク
《ぶらんこ》ジャン＝オノレ・フラゴナール
《トルコ風呂》
ジャン＝オーギュスト=ドミニク・アングル
《死と乙女》エゴン・シーレ　
全67点

●第8巻『歴史画』目次

第1章　英雄と民衆
第2章　人生の鑑
第3章　歴史画の変容
第4章　風俗画と歴史画のはざまで

《ブレダの開城（長槍）》ディエゴ・ベラスケス
《1808年5月3日、マドリード　銃殺刑》
フランシスコ・デ・ゴヤ
《キオス島の虐殺》ウジェーヌ・ドラクロワ
《ソクラテスの死》ジャック=ルイ・ダヴィッド
《アレクサンドリアの聖カタリナの議論》ピントゥリッキオ
《メデューズ号の筏》テオドール・ジェリコー
《フォキオンの遺灰の拾集》
ニコラ・プッサン　
全60点
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作品掲載ページは仮見本です。作品掲載ページは仮見本です。

「象徴と寓意」の系譜／伊藤博明（専修大学教授）
★エッセイ＝ＡならばＢ、ＢならばＡ／小川洋子（作家）
★ある視点＝象徴なき、寓意なき革命
　　　　　／亀山郁夫（ロシア文学者／作家）
★ギャラリー･トーク＝タイトルと解釈
　　　　　／渡辺晋輔（国立西洋美術館）

目に見えないものを主題として描かれた絵画。
愛、死、美徳、正義、嫉妬……。そこに込め
られたさまざまなイメージを読み解く。

《パラスとケンタウロス》サンドロ・ボッティチェリ　
《バッカス》カラヴァッジョ
《縛られたプロメテウス》
ペーテル・パウル・ルーベンス
《ダナエ》グスタフ・クリムト
《ヘラクレスとヒュドラ》ギュスターヴ・モロー
《眠れるメドゥーサ》フェルナン・クノップフ
《オイディプスとスフィンクス》ギュスターヴ・モロー
《フィレタスの果樹園『ダフニスとクロエ』より》
マルク・シャガール　
全67点

《生きる喜び》アンリ・マティス
《愛の園》ペーテル・パウル・ルーベンス
《接吻》グスタフ・クリムト
《人生》パブロ・ルイス・ピカソ
《叫び》エドワルド・ムンク
《白貂を抱く婦人の肖像》レオナルド・ダ・ヴィンチ
《快楽の園》ヒエロニムス・ボス
《ゆでた隠元豆のあるやわらかい構造（内乱の予感）》
サルバドール・ダリ
《コンポジションⅦ》ヴァシリー・カンディンスキー
《３つの旗》ジャスパー・ジョーンズ
全63点
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Photo © RMN-GP (musée du Louvre) / Thierry Le Mage, Hervé Lewandowski / AMF-DNPartcom、　Photo: Bridgeman Images / DNPartcom、　
Rijksmuseum, Amsterdam、　The Metropolitan Museum of Art、　© Tate, London, 2017 / DNPartcom

作家、漫画家、評論家、研究者らによる
読みごたえのあるエッセイを収録。

H3P16




